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目標に向けてまずは行動にあらわす  ～新たな気持ちで まずは行動！～ 
              

 新年明けましておめでとうございます。今年は毎日温かく穏やかな日が続きました。天気がよいと心

も落ち着きます。今回は久々に行動制限のない年末年始を迎えましたので、きっと御家族や御親戚そろ

っての楽しいお正月を過ごされたことと思います。 

さて、今日から学校は走るように過ぎる３学期を迎えました。 

「一月往ぬる二月逃げる三月去る」（いちげついぬる/にげつにげる/さんげつさる）と言うように、１月から３月

は学校も様々な行事が立て続けに行われ、あっという間に過ぎていきます。「今年こそはこれを頑張る

ぞ」と目標を立てたのに、何もやらずに終わってしまうなんてことも多々あります。ですからこれから

の三か月間は目標をしっかり立て、すぐにでも実行できるような具体的な実践行動を考えて取り組んで

いく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような言葉を見ると気持ちが引き締まります。 

目標を決めても、具体的な行為までを考えていないとそのまま時ばかりが過ぎてしまいます。まずは

行動に移すこと、たとえ目標が高くても「できる」「やれる」「乗り越えられる」といった強い気持ち

をもって向かっていく事を自分自身でも肝に銘じ、実践したいと思います。 

「満足は努力の中にあって、結果にあるものではない。」（ガンジー） 

最後、振り返った時に「満足できた」と言える３学期を送っていきたいものです。（文責 清水 良江） 

            

 

 

    

 

あかまつ
 

    「何でも言える安心・安全な場所＝家」  ～子どもにとって本音が言える場所を～ 

 

子どもの頃から周囲の空気を感じながら行動することを繰り返していると、成長しても常に周囲を

気にしながら行動するようになり、自分や他人を信頼しなくなっていきます。子どもにとって素直に

自分の思いや感情を出せる場は必要です。家族がお互い何でも言いあえる安心安全な場所（=家）に

したいですね。留意点を以下に挙げます。 

・ありのままの姿を受け入れる。（安心感・肯定感をもたせる。子どもに完璧を求めない。ダメ出しをしない。） 

・愛情を伝える。（愛情をたっぷり受けた子は信頼感が育まれ、自己肯定感・自律心も育つ。） 

・一方的にこうした方がいいと指示したり、不用意に手を貸したりしない。（自分に自信がもてなくなる） 

・否定的・批判的な態度を見せない。 

（自分のことを悪く言われていると思い自信がもてなくなる。同様の態度を模倣するようになる。） 

☆「心を労するは力を労するにしかず」（呂本中『管箴（かんしん）』） 

あれこれと考える前に行動するという意味です。 

物事を取り組む際にいろいろと考えてしまい、行動になかなか移すことができないことは誰に

でもあります。しかし、いざやってみると意外に簡単にできたり、やってみることでわかったり

することもあります。また、たとえうまくできなくてもできなかったことや失敗したことから学

んだということもあります。やらないであれこれと心配するよりも、まずはやってみることに意

義があります。そうすることで自ずと結果もついてきます。 

☆「その瞬間に『できる』と思えば実現できる」（稲盛和夫『心。』） 

物事を成就させる人とそうでない人の違いは、わずかな差でしかない。 

これまで見たことのないような高い障壁が目の前にやってきたとき、それがたとえ仰ぎ見るよ

うな絶壁であったとしても、瞬時に『乗り越えられる』と自分に言い聞かせて、一歩を踏み出せ

るかどうか。『自分ならいけるはずだ！』と思えるかどうか。 


